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  （9 枚のうち第 1 枚目）  

 第１問  

次の資料【Ａ】・【Ｂ】・【Ｃ】の内容を読み取り、設問１と設問２に答えなさい。 

 

【Ａ】 

 職務内容についてアメリカと大きく異なるのは、そもそも公立学校が知育・徳育・体育のすべてを

期待されている点である。そのため教師たちが、学校全体の校務を分担して受け持ち（校務分掌）、

運動会、学芸会や文化祭、合唱祭、健康診断や交通安全教室、遠足や社会科見学、修学旅行な

ど、さまざまな行事を準備していく。 

 日本社会が学校の教師たちに期待している役割は、アメリカの教師からすれば信じられないほど

幅広く、その責任は重い。たとえば、登下校の安全管理やパトロール、給食の食べ方などの食育、

アレルギーや障がいなど特別な支援が必要な子どもへの対応や救急措置の準備、インフルエンザ

やデング熱などの感染症対策や予防教育、いじめ防止や非行防止などの心の教育、地域住民と

の連携や地域行事への参画、PTA など保護者との連携、児童相談所・医療機関・警察など関係諸

機関との連携、正規の教育課程に含まれないクラブ活動の指導、校舎や校庭・樹木の維持管理な

どなど、とどまるところを知らない。 

 日本ではこれらの仕事を、教師たち自身が授業の他に行っているのである。日本の教師の場合

「それは教師の仕事ではありません」といえる事柄はほとんどないといってよい。 

 社会が学校に期待する仕事は、今も増え続けている。グローバル化に対応する小学校英語教育

などに加え、2011 年の東日本大震災以降は、特に子どもの安全確保に関する業務が重みを増し

た。教師たち自身が学校区を歩いて避難マップを作成し災害時の危険箇所を確認したり、避難所

の設置訓練を行ったりするようになった。 

 つまり、日本の教師は、子どもたちの学習だけでなく、身体や心、生活まで支援することを職務と

して求められているのである。 

（中略） 

 職務内容を子どもの学習指導だけに限定せず、生活をまるごと支援する日本の教師たちのスタイ

ルには、どのような利点があるのだろうか。 

 テストの成績が思わしくない子どもは、そもそも生活が不安定で、心や身体に問題を抱えている

場合も少なくない。たとえば、リストラされて荒れた父親が毎晩暴力をふるうため怖くて家に居られ

ないとか、シングルマザーの母親が夜勤に出るため毎日夕食を食べられないとか、などである。不

安定な生活が続くと、小さなことでキレて暴れて学級の友達とトラブルを起こしたり、「どうせオレな   
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んて何をやってもダメだ」と学習意欲も失ってしまったりしがちになる。 

 この悪循環から抜け出すためには、授業中だけの支援では難しい。テストの点数を上げるために

は、まずは安心して勉強できる環境が必要になる。この点で、日本型教職は、子どもたちの生活全

般を見守るなかで学習支援を展開することを可能にしてきたといえる。 

 たとえば、成績が悪く「どうせオレなんて」と思い込んでいる子どもに対し、まずその子どもが活躍

できる場面を運動会やクラブ活動など授業以外の場面でつくり、学級の仲間に認められて「オレだ

って捨てたもんじゃない」という自信を持てるようにしていく。そうして少しでも落ち着いて授業に参

加できる場面をつくりながら、学習面においてもその自信を強められるような支援を工夫していく、

といったようにである。 

（佐久間亜紀「小学校教師の仕事―日米比較から―」 

                         油布佐和子編『現代日本の教師―仕事と役割―』による） 

 

【Ｂ】 

 教員生活も残りあとわずかとなりました。やりがいがあり、大変、幸せな毎日でした。生徒との関わ

り、それは人生と関わることでした。振り返ってみると、だから幸せだったのだと思います。 

 このところ、教員の長時間労働をめぐる報道が目に付きます。確かに勤務時間は長いのですが、

それは、自分で必要と感じて長くしている部分があります。指示されて働かされるのと、自分で必要

と感じて働くのでは、意味は大きく違います。 

 校長の私自身、調べてみると１カ月の超過勤務時間は 80 時間を超えていました。朝は６時半に

学校に入り、学校中のトイレ掃除を続けてきました。夕方は部活動が終わる 18 時半までは勤務しま

す。 

 臨時的任用教員の勉強会を週に 1 回、19 時から 20 時 30 分まで開きます。同じく週に 1 回、同じ

時間帯に PTA のソフトバレーボールの練習にでます。土曜日には PTA 関係の会合が毎週のよう

にありますが、それを除いて 80 時間を超えました。 

 トイレ掃除にしても若手教員の勉強会もバレーボールの練習も自分で入れたものです。トイレ掃

除からは生徒と教職員のさまざまな様子を感じ取ることができます。 

 確かに、余計な負担を強いるような調査や、研修、出張はあります。しかし、結局のところ、学校を

忙しくしている最大の要因は教員が持っている使命感と意欲なのではないでしょうか。多忙が不幸

かといえばそんなことはありません。 

（石川勉 「現場の本音 『多忙』は『不幸』ではない」 日本教育新聞 2018 年 3 月 5 日による） 
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【Ｃ】 

以下の表は、「学校教育に対する保護者の意識調査」（2018 年）の結果から、小・中

学校の指導・取り組みに対する保護者の満足度を示したものである。 

 

項 目 満 足 度  小学校 (%) 中学校 (%)

Ａ．教科の学習指導 

１．とても満足している 14.4 5.1
２．まあ満足している 71.7 61.6
３．あまり満足していない 10.7 26.2
４．まったく満足していない 0.9 2.7

無回答・不明 2.3 4.4

Ｂ．受験に関する指導 

１．とても満足している 2.2 4.2
２．まあ満足している 22.3 46.0
３．あまり満足していない 20.0 34.4
４．まったく満足していない 5.6 4.4

無回答・不明 49.8 11.0

Ｃ．学ぶ意欲を高めること 

１．とても満足している 13.5 4.0
２．まあ満足している 58.0 44.6
３．あまり満足していない 23.0 41.3
４．まったく満足していない 1.8 5.2

無回答・不明 3.7 4.9

Ｄ．家庭学習の指導 

１．とても満足している 8.3 3.0
２．まあ満足している 57.8 41.2
３．あまり満足していない 27.3 44.8

４．まったく満足していない 2.7 6.1
無回答・不明 4.0 5.0

Ｅ．学習の評価       
 （成績のつけ方） 

１．とても満足している 10.2 3.7

２．まあ満足している 69.8 63.6
３．あまり満足していない 14.5 24.0
４．まったく満足していない 1.7 3.4

無回答・不明 3.8 5.4

Ｆ．道徳や思いやりの心を 
  教えること 

１．とても満足している 15.4 7.2
２．まあ満足している 66.1 63.5
３．あまり満足していない 14.0 21.1
４．まったく満足していない 1.8 3.4

無回答・不明 2.7 4.8

 
Ｇ．社会のマナーやルール  
  を教えること  

１．とても満足している 15.0 7.8
２．まあ満足している 65.9 62.8
３．あまり満足していない 14.4 21.2
４．まったく満足していない 1.9 3.3

無回答・不明 2.9 4.8

表は第 4 枚目に続く 
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項 目 満 足 度 小学校 (%) 中学校 (%)

Ｈ．将来の進路や職業に 
  ついて考えさせること 

１．とても満足している 4.3 6.6
２．まあ満足している 32.8 52.1
３．あまり満足していない 28.8 31.1
４．まったく満足していない 3.5 4.3

無回答・不明 30.6 5.8

Ｉ．クラブ・部活動 

１．とても満足している 7.6 15.3
２．まあ満足している 39.2 56.3
３．あまり満足していない 16.6 18.6
４．まったく満足していない 3.5       5.3

無回答・不明 33.2 4.5

 

Ｊ．運動会などの 

  スポーツ活動  

１．とても満足している 17.7 14.9
２．まあ満足している 62.4 65.3
３．あまり満足していない 12.3 13.3
４．まったく満足していない 1.6        2.2

無回答・不明 6.0 4.4

 

Ｋ．学芸会や音楽会などの  

  文化活動  

１．とても満足している 22.7 19.0
２．まあ満足している 59.5 65.7
３．あまり満足していない 11.3 9.8
４．まったく満足していない 1.4 1.6

無回答・不明 5.1 3.9

Ｌ．先生たちの教育熱心さ 

１．とても満足している 18.2 10.6
２．まあ満足している 60.7 57.0
３．あまり満足していない 15.0 23.7

４．まったく満足していない 2.3 3.6
無回答・不明 3.8 5.0

Ｍ．いじめや子どもどうし   
    のトラブルへの対応 

１．とても満足している 10.9 6.8

２．まあ満足している 55.3 53.5
３．あまり満足していない 21.2 24.9
４．まったく満足していない 4.6 7.4

無回答・不明 8.0 7.5

Ｎ．学校の教育方針や指導  
  状況を保護者に伝える 
  こと 

１．とても満足している 10.8 5.4
２．まあ満足している 60.9 57.5
３．あまり満足していない 20.3 27.6
４．まったく満足していない 2.8 3.5

無回答・不明 5.3 6.0

 

（ベネッセ教育総合研究所・朝日新聞社共同調査 

            「学校教育に対する保護者の意識調査 2018」による） 

  

 ※回答者：小学校２年生・５年生、中学校２年生の子どもをもつ保護者 7,400 名。 

 ※調査時期：2017 年 12 月〜2018 年１月。 
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設問１  資料【Ａ】と【Ｂ】から、教師の職務が多忙化する背景にはどのような要因があるのかを読

み取り、具体例を挙げて述べなさい。 

 

 

設問２ 資料【C】で示した保護者の意識調査の結果を踏まえて、あなたは教師としてどのように働

いていきたいと考えるか。文章【Ａ】と【B】の内容も参考にし、自分の考えを述べなさい。 
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 第２問  

以下の文章は，並木博『個性と教育環境の交互作用』における研究知見を例にして作成

した実験の概要である。文章を読んで設問１～３に答えなさい。 

 

ある研究室では，教育方法について研究活動を行っている。研究室のメンバーの一人で

ある A さんは，次に示す内容の実験を行った。 

まず，A さんは，クラスには性格や考え方が異なる様々な生徒がいて，あるタイプの生徒

にはある授業スタイルが合っているが，別の生徒にとってはその授業スタイルは合わない，

といったことがあるのではないかと考えた。そこで，研究の目的として，学習者のどのよ

うな特性（性格や考え方における傾向）が，特定の授業スタイルと合うのか，あるいは合

わないのか，ということを設定し，実験を通してこれを検討することとした。 

A さんは，ある学校での授業を取り上げ，学習者の特性として社交性を設定した。社交性

とは，性格傾向の一つであり，他者とのつきあいを好み，コミュニケーションをとること

に対して積極的な傾向である。社交性が高い場合には，他者とのつきあいに積極的であり，

低い場合には他者とのつきあいに消極的であるといえる。授業スタイルとしては，ペアや

グループでの討論など，具体的なコミュニケーションを主活動とするものと，教師による

説明と練習問題を解くことを主活動とするものを設定した。 

2 つのクラスを対象に実験を行った。両クラスとも生徒が 30 名ずつである。まず，事前

に心理テストを用いて社交性を測定しておいた。この心理テストは，社交性の程度を数値

で表すことができ，数値が高いほど社交性が高いと判断できる。社交性の測定結果は，低

いものから高いものまで様々であった。また，実験協力者である教師には事前に 2 つの授

業方法についてのトレーニングを受けてもらっておいた。教師は，同じ学習内容について，

a: コミュニケーション中心の授業を 1 組で行い，b: 講義中心の授業を 2 組で行った。授業

終了後に，学習内容について 2 クラス同じ内容の実力診断テストを行った。 

A さんは得られた結果を集計し，本実験で測定した社交性テストと実力診断テストの結果

を表 1 に示した。また，これらの関係を図 1 にまとめた。なお，図 1 のグラフは，表 1 の 1

組における No. 21 から No. 30 までのデータが未記入の状態である。 

 

 

 

 

 

 



平成３１年度 福井大学教育学部入学者選抜学力検査問題（後期日程） 

小論文（学校教育課程・統合型） 問題用紙 

 

（9 枚のうち第 7 枚目） 

 

 

表 1 学習者の社交性，受けた授業のスタイル及び実力診断テストの結果 1 

 
1: このデータは，実際に行われた研究の知見を参考に作成されたデータである 
2: a: コミュニケーション中心，b: 講義中心 
3: 社交性の得点は，0 点～50 点の範囲を取る 
4: 実力診断テストの得点は，0 点～100 点の範囲を取る 

 

 

 

 

No. 授業スタイル
2

社交性
3

実力テスト
4 No. 授業スタイル

2
社交性

3
実力テスト

4

1 a 27 78 1 b 28 70

2 a 36 80 2 b 24 77

3 a 35 77 3 b 5 90

4 a 7 59 4 b 24 71

5 a 48 97 5 b 36 70

6 a 32 79 6 b 48 50

7 a 45 88 7 b 12 88

8 a 15 70 8 b 33 70

9 a 44 93 9 b 45 52

10 a 47 96 10 b 32 68

11 a 15 63 11 b 34 69

12 a 10 63 12 b 35 65

13 a 29 75 13 b 19 81

14 a 17 60 14 b 26 67

15 a 25 69 15 b 15 81

16 a 23 68 16 b 45 59

17 a 20 66 17 b 8 89

18 a 27 67 18 b 33 60

19 a 12 59 19 b 39 55

20 a 34 86 20 b 46 58

21 a 36 75 21 b 21 87

22 a 38 88 22 b 22 75

23 a 34 83 23 b 30 67

24 a 4 54 24 b 37 59

25 a 6 55 25 b 5 96

26 a 30 80 26 b 18 88

27 a 42 79 27 b 31 73

28 a 3 50 28 b 4 97

29 a 29 75 29 b 38 65

30 a 19 69 30 b 16 80

平均値 26.3 73.4 平均値 27.0 72.6

1組 2組
















